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平成 30 年度水力発電の導入促進のための事業費補助金（水力発電事業性評価等支援事業） ①水力発電事業性評価事業 実施概要                                                                   平成３１年２月 
 
 

古園地点水力発電所 事業性評価調査事業 
 

１．事業の目的 
   水力発電の開発計画には、各種調査が必要であり、事業実施に向けては、順次計画精度を向上させていく必
要がある。 
当地点においては、事業計画の根幹である流量データが不足していることから、本事業により計画精度向上の

ために、流量調査を実施し、その結果を踏まえて概略設計の内容と比較し確認することを目的とする。 
 
２．事業の内容 
  （１） 事業者名 
     ＪＦＥエンジニアリング株式会社 
  （２） 事業名 
     古園地点水力発電所事業性評価調査事業 
  （３） 事業期間 
     平成３０年８月８日 ～ 平成３１年２月２０日 
  （４） 調査を実施する発電設備の概要（過去に実施した概略設計の内容） 

a.発電形式 ： 水路式 
b.使用水量 ： ０．５０m/s 
c.有効落差 ： ７９．５ｍ 
d.出   力 ： ３３０W 

 
３．平成 30 年度の事業実施概要 

流量観測のための、観測地点の断面測量と水位計の設置及び流速測定を行い、最終的に水位流量曲線式
の設定を行った。 

 
流量観測地点の住所：熊本県八代市泉町栗木字猿迫 4208-1 番地先 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                 流量観測地点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                  流量観測の状況 
 
 
 
 

４．事業の成果等 
  ①水位流量曲線式の設定 

4 か月間の水位観測結果と流速測定であること、並びに渇水期のデータ採録に留まったことから、低流量域の
評価しか出来ておらず、引き続きの流量観測業務が必要である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②概略設計内容との照合 
概略設計においては、同一河川内に氷川ダム（流域面積 57.4k ㎡）の流入データから発電計画取水地点へ

の流量換算を行っており、換算データとの照合を行った。 
結果，低水量並びに渇水量が概略設計時の設定流量と比較対象となると考えれば、約１．５倍～２倍程度の

流量であると判断できる。概略設計時のスペックよりも大きめの発電規模として検討することが可能と思われる。 
 
③事業性評価結果 
   今回の業務においては、最低条件の 1年間の流量データが採録されていないため、これをもって事業性の評
価を行うことは難しい。今後引き続き観測する流量データをもって事業性評価することとする。 

 
5．事業スケジュール 
 
 

取水検討地点 

流量観測地点 


